

























































置 (Multiphor II System,Pharmacia LKB
Biotechnology)にセットし,200V 20分,300V




ル46nllと酢酸 8mlに純水 を加 えて100mlとす
る)に20分間浸した後,0.05%Tween20加TBS
級 (150mM NaCl加 20mM Tris-HClbuffer,
pH7.5)で5分間ずつ3回洗浄する｡
IgG 1 (POD標識抗 ヒ トIgG l抗体,Binding



























































































































映 したIgGサブクラス分画像 を得 ることが出来
た｡
これまで,等電点分画のIgG型 M蛋白サブク
ラスタイピング法として,ポリアクリルアミドゲ
ル (PAG)を支持体 とした泳動法が報告されてい
る6)｡患者血清をPAG等電点電気泳動法で分離
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ヒト血清M蛋白のIgGH鎖サブクラスの型判定について
し,ニ トロセルロース膜に転写後,イムノブロッ
ト法でサブクラスの型判定を行う方法である｡わ
れわれはPAGの代わりに,PAGよりも高分子蛋
白の分離に優れた特性を持つ高分解能アガロース
ゲル7)を支持体として,等電点電気泳動法の実験
を行った｡患者血清を泳動後,泳動に用いた同一
のアガロースゲルプレー ト上で,直接モノクロー
ナル抗体を反応させる方法である｡本法は分離能
に優れていること,泳動に用いた支持体から別の
支持体-の転写を必要としないことなどにおいて
優れている｡しかしモノクローナル抗体との反応
時間が長いこと,抗体と患者血清との反応が常に
最適であるかなどに問題があり,今後多数例での
検討が必要である｡
IgGサブクラス型判定の臨床的意義については
モノクローナル抗体を用いて,悪性M蛋白血症の
IgG1-4の定量8)や二峰性M蛋白血症のサブク
ラスの型判定9･10)などが報告され,その治療,予後
との関係について検討されている｡本法のpI差に
基づ く分画像のIgGサブクラス型判定法は,患者
血清が集中する臨床検査室での,詳細を免疫学的
解析のための一手法として有用であると考えるO
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